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ヒラキ株式会社ヒラキ株式会社

本資料における業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報本資料における業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報
および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々なおよび合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。要因により大きく異なる可能性があります。



企業概要とビジネ デ企業概要とビジネスモデル
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会社概要会社概要 （（20132013年年99月月3030日日現在）現在）

ヒラキ株式会社 （英文 ： HIRAKI CO., LTD.)

兵庫県神戸市西区岩岡町野中字福吉５５６

※ 登記上の本店所在地 兵庫県神戸市須磨区中島町3-2-6

1978年4月（創業1961年1月）＜3月決算＞
2006年11月14日 （東京証券取引所 市場第二部）

4億5,045万円

5,155,600株（100株単位）

商号

本社

資本金

発行済株式総数

設立
上場

代表取締役 社長執行役員 向畑 達也 (1952年3月27日生）

靴の製造販売（ＳＰＡ）モデルをベースとした靴の総合販売事業

Ⅰ．通信販売事業（靴を中心としたカタログ、インターネットによる通信販売）

Ⅱ．ディスカウント事業（靴を中心としたディスカウントストア業態による総合店舗販売）

Ⅲ．卸販売事業（大手小売店、量販店等へのＯＥＭを中心とした卸販売）

代表者

事業内容

セグメント

3

742名 （臨時従業員 451名含む） ※ 2013年9月末日現在（連結）従業員数

<通信販売・ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店> 一般消費者

<卸販売事業> チヨダ､西友他、大手量販店等
主要取引先主要取引先



ヒラキのビジネスモデル：ヒラキのビジネスモデル： ～靴業界の～靴業界のSPASPAモデル～モデル～

ヒラキヒラキ
生産委託生産委託

靴の総合販売会社靴の総合販売会社

「安
さ
」

「安
さ
」

開発力開発力直輸入直輸入
相相

乗乗

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店

通信販売通信販売
ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ/ / ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

通信販売

49.4%

ディスカウント

店

48.4%

卸販売

2.2%

44

ヒラキヒラキ
お客様お客様

20142014年年33月期中間期月期中間期 ｾｸﾞﾒﾝﾄｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上ｼｪｱ別売上ｼｪｱ

」を
実
現

」を
実
現ﾛｰｺｽﾄ運営ﾛｰｺｽﾄ運営

大量発注大量発注 効効

果果

卸卸 販販 売売
OEMOEM

ﾃ ｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃ ｨｽｶｳﾝﾄ店
兵庫県４店兵庫県４店



金融機関, 21.60%その他国内法人, 

自己株式, 5.32%

外国人, 0.34%

証券会社, 1.50%

株式情報株式情報 （（20132013年年99月月3030日日現在）現在）

発行済株式総数 5,155,600株

株主数 5,777名

所有者別 円グラフ

株式の状況

個人・その他, 49.54%

21.66%

55

株主数：株主数： 5,7775,777名名

金融機関, 21.74%

個人・その他, 49.17%

その他国内法人, 

22 .44%

自己株式, 5.32%
外国人, 0.44%

証券会社, 0.85%

株主数：株主数： 5,2705,270名名

【参考】 前期 所有者別統計表
（2012年9月30日現在）

株主数が前年同時期に比較して株主数が前年同時期に比較して、、507507名名の増加の増加
↓↓

お客様である個人株主様のシェアアップお客様である個人株主様のシェアアップ



ヒラキのヒラキの強み強み

通信販売通信販売
ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ/ / ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

■■ 靴を中心とした専門通販、靴を中心とした専門通販、 靴業界最大の通靴業界最大の通
販、販、

ｶﾀﾛｸﾞ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで全国展開ｶﾀﾛｸﾞ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで全国展開

■■ 自社企画による高い利益率とｺｰﾙｾﾝﾀｰ・物流自社企画による高い利益率とｺｰﾙｾﾝﾀｰ・物流

のﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝによるのﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝによる

利益率の高い事業モデル利益率の高い事業モデル

ディスカウント店ディスカウント店
総合店舗販売総合店舗販売

■■ 「靴のヒラキ」としてディスカウント店舗を「靴のヒラキ」としてディスカウント店舗を

兵庫県兵庫県に４店舗に４店舗展開展開 靴売場は日本最大級靴売場は日本最大級

■■ 集客は「食品・日用雑貨」集客は「食品・日用雑貨」

で低価格戦略、で低価格戦略、 収益は収益は

自社企画の「靴」を自社企画の「靴」を

中心とした事業モデル中心とした事業モデル

～靴の総合販売会社～靴の総合販売会社（販売チャネル毎の特徴）（販売チャネル毎の特徴）

66

・・・事業セグメント・・・事業セグメント

卸販売卸販売
OEMOEM

■■ 自社開発力を活かした卸販売自社開発力を活かした卸販売

大手小売・量販店、靴専門店に大手小売・量販店、靴専門店にOEMOEM供給供給

■■ OEMOEM供給による収益力の供給による収益力の

拡大と通販の物流を活用拡大と通販の物流を活用

したﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝをしたﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝを

実践した事業モデル実践した事業モデル



年 月期 中間決算内容2014年3月期 中間決算内容
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20142014年年33月期月期 中間期トピックス中間期トピックス

・・ 販促商品の販促商品の強化強化

476476円円 メッシュバレエシューズメッシュバレエシューズ

480480円円 半袖ポロシャツ半袖ポロシャツ

★★ トピックストピックス ★★

88

680680円円 マリンシューズタイプスニーカーマリンシューズタイプスニーカー

476476円円 涼感素材のナチュラルカジュアル涼感素材のナチュラルカジュアル

476476円円 スエード調バレエカジュアルスエード調バレエカジュアル

980980円円 ショートボアブーツショートボアブーツ

商品力のある販促品を継続投入商品力のある販促品を継続投入

（価格は税抜き）



中間期業績達成に向けた対策中間期業績達成に向けた対策

「「スエード調スエード調
バレエバレエ カジュアルカジュアル」」

179

コーデの幅を広げる 今年のマストアイテム

シックな女性らしい印象に。

靴底は安心の３重構造
（合成ゴム底＋中底＋インソール）



中間期業績達成に向けた対策中間期業績達成に向けた対策

｢｢ショートショート ボアボア ブーツブーツ｣｣

1710

しなやかソールで歩きやすい。

内側のボアにもこだわり。

厚手のウレタンを使用した三重構造で

形くずれしにくく、足あたりが心地いい。



社会社会貢献貢献活動・靴への感謝に活動・靴への感謝に対する取り組み対する取り組み

■■ ９月１日（日）９月１日（日） 第８回第８回 靴まつり靴まつり・靴・靴供養を開催供養を開催

毎年毎年９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所((兵庫県朝来市兵庫県朝来市))ににおいておいて

靴まつり靴まつり・靴供養を・靴供養を開催開催 しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供

させて頂いております。させて頂いております。

靴靴供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出が供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出がつまってつまって

いるいるのでので、なかなか、なかなか捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し、、

ヒラキヒラキの「役目をの「役目を終えた靴終えた靴たちの最期を看取る」との思いのもと、実施たちの最期を看取る」との思いのもと、実施してして

おりますおります。。

■■ ９月１日（日）９月１日（日） 第８回第８回 靴まつり靴まつり・靴・靴供養を開催供養を開催

毎年毎年９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所((兵庫県朝来市兵庫県朝来市))ににおいておいて

靴まつり靴まつり・靴供養を・靴供養を開催開催 しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供

させて頂いております。させて頂いております。

靴靴供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出が供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出がつまってつまって

いるいるのでので、なかなか、なかなか捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し、、

ヒラキヒラキの「役目をの「役目を終えた靴終えた靴たちの最期を看取る」との思いのもと、実施たちの最期を看取る」との思いのもと、実施してして

おりますおります。。

1111

靴靴供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、社会社会

福祉福祉団体団体に寄付に寄付を行っております。を行っております。

■■ 第７回第７回 靴短冊大賞靴短冊大賞

｢｢靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（55・・77・・55）、）、 短歌（短歌（55・・77・・55・・77・・77））

又は又は3131文字以内の文章で、文字以内の文章で、 長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる

様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。

今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。

（（ 各作品は、各作品は、http://92tanzaku.jp/index.htmlhttp://92tanzaku.jp/index.html にて、ご覧頂けます。）にて、ご覧頂けます。）

靴靴供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、社会社会

福祉福祉団体団体に寄付に寄付を行っております。を行っております。

■■ 第７回第７回 靴短冊大賞靴短冊大賞

｢｢靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（55・・77・・55）、）、 短歌（短歌（55・・77・・55・・77・・77））

又は又は3131文字以内の文章で、文字以内の文章で、 長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる

様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。

今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。

（（ 各作品は、各作品は、http://92tanzaku.jp/index.htmlhttp://92tanzaku.jp/index.html にて、ご覧頂けます。）にて、ご覧頂けます。）



20142014年年33月期月期 中間決算中間決算サマリーサマリー

前年中間期

実績

当初予想
(13/5/10 開示）

2014/3 期 中間期 実績

実 績 当初予想比 当初予想率
前年中間期

実績比

売 上 高 10,548 10,300 9,625 △674 △6.5％ △922

営 業 利 益 284 300 236 △63 △21.0％ △47

経 常 利 益 142 230 264 ＋34 ＋15.0％ ＋122

当 期 純 利 益 90 120 160 ＋40 ＋34.1％ ＋70

売売 上上 高高

【 連 結 】 単位：百万円

利利 益益 高高

売上減に伴い、営業利益面でも予測を下回る結果となり

ました。なお、経常利益においては、為替差損益及び金利

スワップの評価益により当初予想を上回る結果となりました。

前年中間期との比較において、９２２百万円の売上
減となりました。

この売上減には、氷上山南店の閉店影響４３６百万
円を含みますが、各事業においても売上が低迷しまし
た。

当初予想では、ディスカウント事業での氷上山南店

の閉店影響を盛り込み、前年中間期実績よりも売上減

といたしましたが、各事業において前年中間期の売上

がカバーしきれませんでした。

売売 上上 高高

売売 上上 高高

営業利益において、ディスカウント事業では改善傾向とな

りましたが、通信販売事業での売上減が影響し、前年中間

期よりも悪化しました。

経常利益、当期純利益の増加は上記理由によります。

利利 益益 高高

利利 益益 高高

計

画

比

前

年

同

期

比

12



2013/3期第２四半期 2014/3期第２四半期

売上高 10,548 100.0% 9,625 100.0%

売上総利益 4,056 38.5% 3,924 40.8%

販売管理費 3,771 35.8% 3,687 38.3%

営業利益 284 2.7% 236 2.5%

単位：百万円単位：百万円【【連結：中間期連結：中間期】】

●売上●売上総利益率総利益率

円安方向に推移しましたが、仕入強化によ円安方向に推移しましたが、仕入強化によ

る原価の低減、粗利率の高い自社開発商品る原価の低減、粗利率の高い自社開発商品

の拡販等により、売上総利益率がの拡販等により、売上総利益率が2.32.3％上昇％上昇

いたしました。いたしました。

●●販売管理費率販売管理費率

20142014年年33月期月期 第第22四半期損益計算書四半期損益計算書

1313

経常利益 142 1.4% 264 2.7%

第２四半期

純利益
90 0.9% 160 1.7%

第１四半期 第２四半期

金 額
前年同四半

期増減 金 額
前年同四半

期増減

売上高 5,322  △10.1% 4,303 △7.0%

経常利益 310 ＋46 △45 ＋75

単位：百万円単位：百万円【【20142014年年33月期月期 連結連結四半期推移四半期推移】】

宅配コストの上昇や売上減少に伴う固定宅配コストの上昇や売上減少に伴う固定

費負担により、販売管理比率は費負担により、販売管理比率は2.52.5％上昇い％上昇い

たしました。たしました。

各会計期間において、売上減少いたし各会計期間において、売上減少いたし
ましたが、経常利益面では前年同四半ましたが、経常利益面では前年同四半
期を上回りました。期を上回りました。



単位：百万円単位：百万円

各事業とも売上の獲得に苦戦いたしました。（ディスカウント事業では閉店影響あり）各事業とも売上の獲得に苦戦いたしました。（ディスカウント事業では閉店影響あり）

△△212212

△△652652

通信販売通信販売

5,313

267 

209 

8,000

10,000

12,000

10,54810,548
9,6259,625

（（2.5%2.5%））

（（50.4%50.4%））

（（2.2%2.2%））

売上高売上高
△△8.78.7％％

卸販売卸販売
△△21.621.6％％

＊（＊（ ）は売上比）は売上比

セグメント別売上高推移セグメント別売上高推移

単位：百万円単位：百万円

14141414

20132013．．33 中間中間 20142014．．33 中間中間

10,54810,548

△△5757ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店
卸販売卸販売

9,6259,625
4,967 4,754

4,661

0

2,000

4,000

6,000

20132013．．33 中間中間 20142014．．33 中間中間

（（49.449.4％）％）

（（48.4%48.4%））

（（47.1%47.1%））

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店
△△12.312.3％％

通信販売通信販売
△△4.34.3％％



セグメント別セグメント別概況概況 ①①

通信販売

■ 春先の気温上昇の遅れ、梅雨時期の極端な天候

によるレイン商品の低迷等により、第１Qでの売上減

を第２Qでカバーできず。

■ カタログ費用の削減や物流業務の効率化等に取り

組みましたが、売上減により営業利益が悪化。

4,967 4,754 

515 

420 

0

150 

300 

450 

600 

750 

900 

0

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

売上高 営業利益

15

ディスカウント店

■ 前年10月に閉店した氷上山南店の影響に加え、

既存店においても競合他店との競争の激化に

より、売上が減少。

■ 仕入強化対策や高粗利率の自社開発商品の

拡販、不採算店の閉店効果等により、営業損失

状態から脱し、黒字化。

0 0 
2013．3 中間 2014．3 中間
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セグメント別セグメント別概況概況 ②②

卸販売

■ 大口ＯＥＭ取引先との取引の伸び悩みにより、

売上が減少。

■ 売上減の影響と、固定費負担増により、営業利益

が半減。
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セグメントセグメント別別 営業営業利益の利益の前年同期比前年同期比 増減増減要因要因

単位：百万円

▲▲9595
＋＋4040

▲▲99 ＋＋1616

通信販売通信販売

ディスカウント店ディスカウント店

卸販売卸販売

消去または全社消去または全社

284284

20132013．．33 中間中間 20142014．．33 中間中間

236236
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経常利益の経常利益の前年同期比前年同期比 増減増減要因要因

＋＋143143

単位：百万円

為替差益の増加為替差益の増加

為替差損の減少為替差損の減少

その他その他

＋＋1818
＋＋99

金利スワップ金利スワップ

評価益評価益

18

142142

▲▲4848

＋＋143143

264264

営業利益営業利益のの

減少減少

20142014．．33 中間中間20132013．．33 中間中間



2013/3期 中間 2014/3期 中間

金額 構成比 金額 構成比

流動資産 8,925 54.0% 10,379 58.6%

現預金 2,315 14.0% 4,501 25.4%

受取手形・売掛金 974 5.9% 1,041 5.9%

たな卸資産 5,122 31.0% 4,366 24.6%

その他 534 3.2% 493 2.8%

貸倒引当金 △20 △0.1% △23 △0.1%

固定資産 7 602 46 0% 7 340 41 4%

2013/3期 中間 2014/3期 中間

金額 構成比 金額 構成比

流動負債 4,400 26.6% 4,417 24.9%

買掛金 974 5.9% 818 4.6%

短期借入金

（1年内長期借入含む） 2,311 14.0% 2,512 14.2%

未払金 658 4.0% 686 3.9%

その他 457 2.7% 399 2.3%

長期借入金 7,917 47.9% 8,501 48.0%

固定負債 8 149 49 3% 8 794 49 6%

連結貸借連結貸借対照表対照表

単位：百万円

固定資産 7,602 46.0% 7,340 41.4%

有形固定資産 7,419 44.9% 7,152 40.4%

無形固定資産 50 0.3% 43 0.2%

投資その他の資産 132 0.8% 145 0.8%

資産合計 16,528 100.0% 17,720 100.0%

固定負債 8,149 49.3% 8,794 49.6%

負債合計 12,550 75.9% 13,211 74.6%

株主資本 4,025 24.3%  4,326 24.4%  

資本金 450 2.7% 450 2.5%

資本剰余金・利益剰余金他 3,575 21.6% 3,875 21.9%

その他包括利益等 △47 △0.3% 182 1.0%

純資産合計 3,978 24.1% 4,509 25.4%

負債純資産合計 16,528 100.0% 17,720 100.0%

現預金現預金 ＋＋ 2,1862,186

たな卸資産（商品）たな卸資産（商品） ▲▲ 756756

負債・純資産（主な要因）負債・純資産（主な要因）

借入金（短期・長期）借入金（短期・長期） ＋＋ 784784

その他包括利益等その他包括利益等 ＋＋ 230230

資産（主な要因）資産（主な要因）
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連結キャッシュフロー連結キャッシュフロー計算書計算書

▲ 156 ▲ 218

1,071

2,212

274

1,876 1,881

▲ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
2013．3 中間 2014．3 中間

営業ＣＦ営業ＣＦ

投資ＣＦ投資ＣＦ

財務ＣＦ財務ＣＦ 現金及び現金同現金及び現金同
等物の期末残高等物の期末残高

単位：百万円

▲ 2,642▲ 3,000

▲ 2,500

▲ 2,000

▲ 1,500

▲ 1,000
等物の期末残高等物の期末残高

主な増減要因主な増減要因
上期における利益の

増加により、営業ＣＦは
プラスとなりました。

営業ＣＦ営業ＣＦ 投資ＣＦ投資ＣＦ

上期において、32億円の
長期資金を調達しました。

財務ＣＦ財務ＣＦ

20

余剰資金を安全性の
高い運用（３ヶ月超の
定期預金）に回しました。

現金及び現金同現金及び現金同
等物の期末残高等物の期末残高

貸借対照表における現金・
預金4,501百万円との差異
は、3ヶ月超定期預金2,620
百万円によります。



13/3期
14/3期 （修正予想）

（前年同期増減比）

売 上 高売 上 高 20,642 20,000 △3.1%

営 業 利 益営 業 利 益 588 700 ＋19.0%

経 常 利 益経 常 利 益 533 600 ＋12.5%

経常利益率経常利益率 2.6%2.6% 3.0%3.0% ＋＋0.4%0.4%

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 328 330 ＋0.6%

当期純利益率当期純利益率 1 6%1 6% 1 7%1 7% ＋＋0 1%0 1%

20142014年年33月期月期 連結業績予想連結業績予想

単位：百万円

業績予想業績予想

2014年3月期売上高予想の内訳

は、通信販売 100億円、ﾃﾞｨｽｶｳﾝ

ﾄ店舗95億円、卸販売5億円とし、

計200億円に修正いたしました。

配当配当方針方針

年間合計20円（予定）

（中間10円、期末10円）
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当期純利益率当期純利益率 1.6%1.6% 1.7%1.7% ＋＋0.1%0.1%

予想達成に向けた対策予想達成に向けた対策 ：：

①① 【【靴売場の強化靴売場の強化】】 最も強みを発揮できる最も強みを発揮できる｢｢靴靴｣｣を最強化する。を最強化する。

【【靴の最強化靴の最強化】】 ・・・・・・ 高額一流の人気ブランドから中級大衆向けブランドまで豊富な品揃えとボリュームの売場を充実高額一流の人気ブランドから中級大衆向けブランドまで豊富な品揃えとボリュームの売場を充実

②② 【【魅力ある商品作り・驚きの商品仕入魅力ある商品作り・驚きの商品仕入】】 この環境をチャンスとしたこの環境をチャンスとした『『当社の価格戦略での優位性当社の価格戦略での優位性』』の強化の強化

【【自社開発商品のさらなる強化自社開発商品のさらなる強化】】 ・・・・・・ 品質を維持しながら市場より明らかに価格の安い商品の提供品質を維持しながら市場より明らかに価格の安い商品の提供

→→ 既存顧客の活性化とともに、新しい顧客層の取り込みを目指す。既存顧客の活性化とともに、新しい顧客層の取り込みを目指す。

【【特価品・倒産品の仕入強化特価品・倒産品の仕入強化】】 ・・・・・・ 訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化

③③ 【【安く作り・安く売れる体制の強化安く作り・安く売れる体制の強化】】 この環境でも予定した収益を確実に確保できる体制の推進この環境でも予定した収益を確実に確保できる体制の推進

【【安く作る体制安く作る体制】】 ・・・・・・ 多彩な販売形態を活用した大量発注力の強化多彩な販売形態を活用した大量発注力の強化

→→ 商品企画から販売まで一貫した組織による開発スピードの強化商品企画から販売まで一貫した組織による開発スピードの強化

【【安く売れる体制安く売れる体制】】 ・・・・・・ 受注・出荷、販売・営業体制の見直しなどによるローコスト・オペレーションの追求受注・出荷、販売・営業体制の見直しなどによるローコスト・オペレーションの追求

予想達成に向けた対策予想達成に向けた対策 ：：

①① 【【靴売場の強化靴売場の強化】】 最も強みを発揮できる最も強みを発揮できる｢｢靴靴｣｣を最強化する。を最強化する。

【【靴の最強化靴の最強化】】 ・・・・・・ 高額一流の人気ブランドから中級大衆向けブランドまで豊富な品揃えとボリュームの売場を充実高額一流の人気ブランドから中級大衆向けブランドまで豊富な品揃えとボリュームの売場を充実

②② 【【魅力ある商品作り・驚きの商品仕入魅力ある商品作り・驚きの商品仕入】】 この環境をチャンスとしたこの環境をチャンスとした『『当社の価格戦略での優位性当社の価格戦略での優位性』』の強化の強化

【【自社開発商品のさらなる強化自社開発商品のさらなる強化】】 ・・・・・・ 品質を維持しながら市場より明らかに価格の安い商品の提供品質を維持しながら市場より明らかに価格の安い商品の提供

→→ 既存顧客の活性化とともに、新しい顧客層の取り込みを目指す。既存顧客の活性化とともに、新しい顧客層の取り込みを目指す。

【【特価品・倒産品の仕入強化特価品・倒産品の仕入強化】】 ・・・・・・ 訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化

③③ 【【安く作り・安く売れる体制の強化安く作り・安く売れる体制の強化】】 この環境でも予定した収益を確実に確保できる体制の推進この環境でも予定した収益を確実に確保できる体制の推進

【【安く作る体制安く作る体制】】 ・・・・・・ 多彩な販売形態を活用した大量発注力の強化多彩な販売形態を活用した大量発注力の強化

→→ 商品企画から販売まで一貫した組織による開発スピードの強化商品企画から販売まで一貫した組織による開発スピードの強化

【【安く売れる体制安く売れる体制】】 ・・・・・・ 受注・出荷、販売・営業体制の見直しなどによるローコスト・オペレーションの追求受注・出荷、販売・営業体制の見直しなどによるローコスト・オペレーションの追求
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20142014年年33月期月期 業績達成に向けた対策業績達成に向けた対策

軽くてあったかい「ムートン調軽くてあったかい「ムートン調 ブーツ」ブーツ」

この価格で、満足の品質とこだわり。 ４９９円４９９円
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中期事業戦略に中期事業戦略について
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「靴を中心とした自社企画商品力」「価格の安さ」の強化「靴を中心とした自社企画商品力」「価格の安さ」の強化

「通信販売を中心とした多彩な販売手法」の強化「通信販売を中心とした多彩な販売手法」の強化
■■ 「商品力強化」に向けた開発力の強化「商品力強化」に向けた開発力の強化
■■ 「販促」「受注」「物流」等の一層の効率強化「販促」「受注」「物流」等の一層の効率強化

「生産委託先の拡大」「生産委託先の拡大」
■■ 中国中国 ＋＋ 東南アジア各国における生産委託先の新規開拓の強化東南アジア各国における生産委託先の新規開拓の強化

（（バングラデシュバングラデシュ、インドネシア、ミャンマー、ベトナム等からの海外仕入の増加）、インドネシア、ミャンマー、ベトナム等からの海外仕入の増加）

中期事業戦略中期事業戦略 ～ＳＰＡモデル確立へ～成長と収益力の強化～ＳＰＡモデル確立へ～成長と収益力の強化

17172424

ヒラキヒラキ
生産委託生産委託

卸卸OEMOEM販売販売
企画提案企画提案

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店
兵庫県兵庫県 ４店４店

通信販売通信販売
ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ/ / ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

安
さ
を
実
現

安
さ
を
実
現

開発力開発力

ﾛｰｺｽﾄ運営ﾛｰｺｽﾄ運営

相相

乗乗

効効

果果

直輸入直輸入

大量発注大量発注

お客様お客様



中期事業戦略中期事業戦略 ：： 通信販売通信販売事業事業

■■ カタログ編集時の選択とカタログ編集時の選択と
集中集中

販促の強化販促の強化

絶対的な安さと品質を絶対的な安さと品質を
両立させた販促品の開発両立させた販促品の開発

商品力の強化商品力の強化 効率効率アップアップ

■■徹底徹底したﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟしたﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟ
ﾚｰｼｮﾝの強化と推進ﾚｰｼｮﾝの強化と推進

収益モデル強化収益モデル強化

顧客数拡大顧客数拡大
商品力の強化商品力の強化→→ 単品力の強化と低価格帯の充実、商品鮮度の向上単品力の強化と低価格帯の充実、商品鮮度の向上
徹底した徹底したﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ→→ 収益モデルのさらなる強化収益モデルのさらなる強化

■■ WEBWEB戦略の戦略の強化強化
■■ ｶﾀﾛｸﾞとｶﾀﾛｸﾞとWEBWEBの相乗効果の相乗効果

両立させた販促品の開発両立させた販促品の開発

販促品・目玉品を主軸と販促品・目玉品を主軸と
した低価格商品の拡充した低価格商品の拡充

■■出荷効率の向上と在庫出荷効率の向上と在庫
精度の強化精度の強化

■費用対効果の適正化■費用対効果の適正化

人海戦術とＩＴ戦略を駆使した人海戦術とＩＴ戦略を駆使した物流ｼｽﾃﾑ物流ｼｽﾃﾑ
のの更なる更なる進化進化

WEBWEBｼｽﾃﾑの改良とﾒｰﾙ連動、情報ｼｽﾃﾑの改良とﾒｰﾙ連動、情報
提供力の強化推進提供力の強化推進

25

原点である「ディスカウント」の徹底的な強化原点である「ディスカウント」の徹底的な強化

強みのｷｯｽﾞ･ｼﾞｭﾆｱ･ﾚﾃﾞｨｰｽ商品をより強く強みのｷｯｽﾞ･ｼﾞｭﾆｱ･ﾚﾃﾞｨｰｽ商品をより強く



中期事業戦略中期事業戦略 ：： ディスカウント店舗販売事業ディスカウント店舗販売事業

日日高店高店
（（2,5002,500㎡㎡））
中型中型店舗店舗

「靴を中心とした自社企画開発の商品」「靴を中心とした自社企画開発の商品」
による収益確保による収益確保

靴の収益を活用した日用品・食品など靴の収益を活用した日用品・食品など
の価格競争力強化による集客力の価格競争力強化による集客力

（靴専門店 ＧＭＳ 食品ｽ ﾟ との差別化）（靴専門店 ＧＭＳ 食品ｽ ﾟ との差別化）

バラエティ・ディスカウントショップとしての原点バラエティ・ディスカウントショップとしての原点
への立ち返りと、超特価品の一層の充実を図への立ち返りと、超特価品の一層の充実を図
り、競合店との差別化を図る。り、競合店との差別化を図る。

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

物流ｾﾝﾀｰ物流ｾﾝﾀｰ
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龍野店龍野店
（（2,3722,372㎡㎡））
中型店舗中型店舗

岩岡店岩岡店
（（12,39112,391㎡㎡））
コア店舗コア店舗

特価商品の仕入強化による他社との特価商品の仕入強化による他社との
差別化差別化

（靴専門店・ＧＭＳ・食品ｽｰﾊ ｰとの差別化）（靴専門店・ＧＭＳ・食品ｽｰﾊ ｰとの差別化）

通信販売事業の在庫コントロール機能通信販売事業の在庫コントロール機能

ン
ト
店
の
役
割

ン
ト
店
の
役
割

●● ヒラキ独自の品揃えとヒラキ独自の品揃えと
他店では真似の出来ない提供価格の実現他店では真似の出来ない提供価格の実現

●● いつでもいつでも｢｢掘り出し物掘り出し物｣｣が発見できる楽しい店が発見できる楽しい店

姫路店姫路店
（（2,7402,740㎡㎡））
中型店舗中型店舗



中期事業戦略中期事業戦略 ：： 卸卸OEMOEM販売事業販売事業

■■ OEMOEM取引を主体とした高収益事業への転換取引を主体とした高収益事業への転換

→  →  開発力の強みを活かした有力取引先とのコラボレーション開発力の強みを活かした有力取引先とのコラボレーション

■■ 通販商品の卸販売による効率的な商品展開通販商品の卸販売による効率的な商品展開

→  →  商品鮮度を高め、少量在庫で回転率の向上を実現商品鮮度を高め、少量在庫で回転率の向上を実現

ヒラキヒラキ
OEMOEM取引先取引先

2727

ヒラキヒラキ

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店通販通販

特価品販売先特価品販売先卸販売卸販売

鮮鮮 度度 保保 持持 在在 庫庫 管管 理理



当社は、お客様に「驚き」「楽しさ」「満足感」をお届けできる当社は、お客様に「驚き」「楽しさ」「満足感」をお届けできる

靴作りを常に目指しております。靴作りを常に目指しております。

そして、お客様から支持をいただき、「長期安定的な企業そして、お客様から支持をいただき、「長期安定的な企業

価値の向上」を実現し、株主の皆様のご期待に沿えるよう価値の向上」を実現し、株主の皆様のご期待に沿えるよう

社員一丸となって取り組んでまいります社員一丸となって取り組んでまいります

本資料本資料はは、、20142014年３月期中間決算年３月期中間決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありませんの業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。。

またまた、本資料、本資料はは20132013年９月年９月3030日日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確
性、完全性を保証し又性、完全性を保証し又はお約束はお約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

【IR窓口】 今本 ・ 姫尾
Tel：078-967-4601 Fax：078-967-4603
Email：hiraki_info@hiraki.co.jp

http://company.hiraki.co.jp/

社員一丸となって取り組んでまいります。社員一丸となって取り組んでまいります。

今後とも今後とも「靴のヒラキ」「靴のヒラキ」をご支援賜りますようお願い申しをご支援賜りますようお願い申し

上げます。上げます。


